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→Citations (research influence) 30%
https://www.timeshighereducation.com/news/ranking-methodology-2016
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Web of Science(WoS) 11
データベース
Web of Science Core Collection
そのうち本学で利用できる索引ファイルと期間
○SCIE(Science Citation Index Expanded)
自然科学の雑誌掲載論文：1993-現在
○CPCI-S(Conference Proceedings Citation Index – Science Edition)
自然科学の会議録掲載論文：1990-現在
× SSCI(Social Sciences Citation Index)
社会科学の雑誌掲載論文：未契約
× Arts & Humanities Citation Index
人文科学の雑誌掲載論文：未契約
Web of Scienceの多義性 12
Web of Scienceの多義性






























































































































































No results found と表示
・入力した雑誌名を
システムが認識できない場合も







































































































































Web of Science Core Collection にアクセス
http://www.webofknowledge.com/wos
所属機関-拡張 ＞ 索引から選択で





























































































































































































































































































































































































｜ ｜元データが「姓, 名」(47件) →C
│ └本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
｜ 元データが「姓, イニシャル.」(173件) →D
└「姓, イニシャル.」不一致(128件) →E
A-Eに分けて、対応を考える
※Bはこれ以上疑い得ないため、名寄せ完了
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 84
作戦会議 L：ユニットリーダー S：スタッフ(2名)
S：Aはほぼ学生(≠教員)で決まりですね？
L：考え得るローマ字表記を列挙したけど
漏れた可能性もあるので、確認してね！
S：ひぇぇ
L：Dは「姓, イニシャル.」同士での一致だけど
イマイチ信用できないので裏付けをよろしく！
S：ひぇぇ
L：Cは「姓, イニシャル.」では一致するのに
「姓, 名前」では一致しなくて不思議…
Eは同姓の学生(≠教員)と思われるけれど…
(件数が少ないので)私が確認するわ
S：ほっ
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 85
A. 「姓」不一致(454件)の名寄せ
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの著者を
ウェブ上のローマ字→カタカナ変換ツールで
無理矢理カタカナにして五十音順に並べる
・突き合わせ用リスト(カタカナ五十音順)と
目視で確認
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストに
「名, 姓」のデータがあり、
「名, 姓」の突き合わせ用リストも作成・確認
→シマヅ：Shimadzu等、15件を救い出し
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 86
C. 「姓」と「姓, イニシャル.」一致
しかし「姓, 名」は不一致
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
元データが「姓, 名」(47件)の名寄せ
・「姓, 名」同士を確認
→シンヤ：Shin-ya、
中国や韓国出身の教員の「名」の別表記等、
6件を救い出し
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 87
D. 「姓」と「姓, イニシャル.」一致
しかし「姓, 名」は不一致
本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの
元データが「姓, イニシャル.」
(173件)の名寄せ
・UT(アクセッション番号)から論文情報を抜き出し、
「姓, イニシャル.」が一致した教員の
研究者データベースの業績等を調査
→裏付け確認125件、対象外(理事)1件、
裏付け取れず47件(→注記を付けて報告)
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 88
E. 「姓」は一致しかし
「姓, 名」と「姓, イニシャル.」は不一致
(128件)の名寄せ
・本学所属者＋UT(アクセッション番号)リストの著者と
突き合わせ用リストとを目視で確認
→すべて対象外(学生等)
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 89
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの完成
以上で
・突き合わせ用リストの管理番号
・UT(アクセッション番号)
が紐付けられた
突き合わせ用リストから
VLOOKUP関数で管理番号を検索値にして
教員の氏名情報を求めれば、
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの完成
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
2. 本学所属者から教員のみを抽出・名寄せ 90
以前作成した1行1論文のデータ＋Quartileから、
VLOOKUP関数で
教員氏名＋UT(アクセッション番号)リストの
UTを検索値にして、
必要な論文データ(およびQuartile)を抽出する
管理番号順に並び替え、注記を付して報告
→その後のやりとりで
Q1-Q4の点数付けの指示があり
教員ごとに得点の合計を出した
3. 論文データから教員を抽出・名寄せ・統合
3. 教員ごとの論文データ＋Quartileへの統合 91
